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盛
期
の
浅
ダ
ナ
の
両
ダ
ン
ゴ
釣

り
は
、
大
き
く
分
け
て
２
パ
タ
ー

ン
の
攻
略
法
が
あ
る
。
ひ
と
つ
め

は
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も

の
で
、
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
し
っ
か

り
と
ウ
キ
を
な
じ
ま
せ
、〝
タ
ナ
を

作
り
な
が
ら
〞
確
実
に
釣
る
ス
タ

イ
ル
だ
。
準
山
上
湖
や
魚
影
の
濃

い
ダ
ム
湖
な
ど
、
ま
た
あ
ま
り
浅

い
タ
ナ
を
攻
め
ら
れ
て
い
な
い
管

理
釣
り
場
や
比
較
的
空
い
て
い
る

フ
ィ
ー
ル
ド
で
効
く
。

ウ
キ
を
確
実
に
な
じ
ま
せ
て
、

狙
う
タ
ナ
で
強
い
ア
タ
リ
を
出
さ

せ
て
釣
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
ウ

キ
の
動
き
を
読
む
こ
と
が
キ
モ
と

な
る
。
そ
し
て
、
へ
ら
鮒
が
寄
り

始
め
た
ら
常
に
〝
深
く
な
じ
ま
せ

る
〞
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ウ

ワ
ズ
リ
を
防
ぐ
こ
と
が
好
釣
果
に

つ
な
が
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
警
戒
心
が
強

く
、
タ
ナ
に
入
ら
な
い
手
強
い
へ

ら
鮒
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
場
合
。

落
下
す
る
エ
サ
に
興
味
を
示
す
傾

向
が
強
く
な
る
た
め
、
ス
ト
ロ
ー

ク
を
生
か
し
た
釣
り
方
が
効
果
的

に
な
る
。
特
に
、
へ
ら
鮒
の
大
型

化
に
よ
っ
て
タ
ナ
に
入
る
量
が
少

な
い
場
合
に
は
こ
の
手
の
釣
り
が

効
き
、
日
曜
・
祭
日
な
ど
の
混
雑

時
に
も
効
果
的
と
な
る
。

軽
い
タ
ッ
ク
ル
に
ム
ク
ト
ッ
プ

仕
様
の
ウ
キ
で
な
じ
み
込
み
の
途

中
で
興
味
を
示
さ
せ
、
エ
サ
が
止

ま
っ
た
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
で
食
い
込

ま
せ
た
い
。
そ
の
た
め
、
エ
サ
の

水
中
落
下
は
極
め
て
自
然
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
へ
ら
鮒
の
大
型
化
と
逆
行

す
る
が
、
超
繊
細
な
タ
ッ
ク
ル
で

エ
サ
を
食
わ
せ
る
と
い
う
よ
り
も

〝
吸
い
込
ま
せ
る
〞
イ
メ
ー
ジ
が

重
要
に
な
る
が
、
こ
の
釣
り
方
で

決
ま
れ
ば
、
ス
レ
も
少
な
く
完
璧

な
浅
ダ
ナ
釣
り
が
実
現
で
き
る
。

管
理
釣
り
場
〜
野
釣
り
ま
で

浅
ダ
ナ
の

両
ダ
ン
ゴ
釣
り

最
近
の
傾
向

●仕掛け図

エサ打ちの回転を良く
するためにも8尺から12
尺位をチョイスしたい。

羽根、カヤのどちらでも良く、
ボディーサイズは3㎝から7㎝
がオススメ。足長タイプのほ
うが立ち上がりは早くエサの
ナジミもスムーズになる。ト
ップはパイプとムクを使い分
け、オーソドックスな釣りの
時にはパイプを使用する。ス
タイルは立ちを良くするため
に肩の張ったタイプが良い。

板オモリ1点付け

極小ワカン

20㎝と27㎝

竿●8～12尺

ウキ●ボディー3～7㎝

ハリス●0.3号

ミチイト●0.6号

ハリ●上下3～5号
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推薦釣り場＝魚影の濃い釣り場

バラケマッハ200㏄＋
浅ダナ一本200㏄＋
ダンゴの底釣り夏30～50㏄
＋水100㏄

パターン 1

エサ使いのコツ

【パターン①】は、粉のうちにエサボウルの中
で良く混ぜておき、そこへ水を加える。「バラケ
マッハ」のザラッ気がなくなるまでかき混ぜて
一発で仕上げていく。特に、「ダンゴの底釣り夏」
の量で硬さが変わるので、基本的には「ダンゴ
の底釣り夏」が30㏄のときには水はジャスト
100㏄でよく、それを40㏄にしたときには水
100㏄で一度作り、再度エサを練る手を全体に
濡らしてもう一度かき混ぜる。さらに「ダンゴ
の底釣り夏」を50㏄としたときには、その作業
をもう一度するとちょうどよい仕上がりとなる。
このブレンドの場合、“エサを練る”というこ
とを意識して、ボソッ気を残したままの仕上げ
にはしない方が釣りやすい。魚影の濃い釣り場
をターゲットとしているため、“両くわせ”に近
いタッチに仕上げることがポイントだ。
イメージ的には、水を注いでから全体をかき
混ぜ、「バラケマッハ」のザラッ気が無くなるま
で練っていく。回数的には30回以上練るように
なるが、「浅ダナ一本」がブレンドされているた
め、水中での膨らみは保てる。このエサを今度
はゴルフボール位に小分けにして微調整をする

が、押し練りを数回加えることもあれば、若干
手水を打ってしなやかにすることで決まること
もある。一番ヒット率の高いタッチをそのつど
探すようになるが、“くわせエサに限りなく近い
ダンゴ”のため、過剰に魚を寄せることもなく、
コンスタントにスレも少なく釣り込むことがで
きる。
【パターン①】でウキの動きが悪いときは、水
中での膨らみが不足していることが考えられる。
ただし、ここで生の麩を差し込んだり、極端な
ペトコンタッチにしたのでは、一気に食い気の
ある魚までウワズリを起こしてしまう。そこで、
「浅ダナ一本」を200㏄から100㏄に変えて、
さらに「パウダーベイトヘラ」を100㏄ブレン
ドすることで、タナでの“膨らみ”と“バラケ
性”が増すようになる。
粉のうちにエサボウルの中でよく混ぜておき、
水を加えてかき混ぜ、パターン①と同様に仕上
げて使う。「パウダーベイトヘラ」をチョイスす
るのは、適度の大きさの粒子を生かすためで、
この僅かな麩材の変化に魚も反応するようにな
る。だからあえて、さなぎ粉の多い麩材は選ば
ず、常に“適度にタナに寄せる”ということを
大切にすることが、スイッチ版【パターン②】
のポイントとなる。

＋ ＋ ＋
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推薦釣り場＝魚影の濃い釣り場【パターン①】のスイッチ版

バラケマッハ200㏄＋
浅ダナ一本100㏄＋
パウダーベイトヘラ100㏄＋
ダンゴの底釣り夏30～50㏄
＋水100㏄

パターン 2

推薦釣り場＝魚影の薄い釣り場

バラケマッハ200㏄＋
段差バラケ200㏄＋
ＧＴＳ100㏄＋水100㏄

パターン 3

＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋
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推薦釣り場＝魚影の薄い釣り場【パターン③】のスイッチ版

バラケマッハ200㏄＋
スーパーＤ200㏄＋
軽麩100㏄＋水100㏄

パターン 4

エサ使いのコツ
【パターン③】のエサには、バラケ性が強いエ
サがブレンドしてある。【パターン①、②】との
違いはあくまでもボソッ気を残して仕上げるよ
うにすることで、水を注いだ直後に手を熊手型
にして大きくかき混ぜ、そのまま５分放置する。
使用するときに初めてエサを小分けにして手
水を打ち、押し練りを加えながらなじみ幅を調
整するのがポイント。
このエサはエアーを含ませて仕上げるため、

基エサの段階では強く練り込まないように注意
する。エサ持ちが悪いときには麩材４カップに
水1カップで１回しっとりタッチで仕上げて20
～30回の練りを入れ、最後に麩材１カップで仕
上げるとハリ持ちもグンと良くなる。
具体的には「バラケマッハ」２カップ「段差
バラケ」２カップに水１カップを入れて全体に
水を浸透させ、20回程練り込む。そして、最後
に「ＧＴＳ」を１カップで水分を吸収するよう
にからめると一緒練り仕上げとは違ったタッチ

となり、エサ持ちもよくなる。後は、今までの
使い方と一緒で若干エアーを抜いたりしながら
なじみ幅を調整する。
魚影の比較的薄い釣り場では、エサのバラケ
性が重要になる。そこで、バラケ性の強い「バ
ラケマッハ」と｢段差バラケ｣をベースにして更
に荒い麩材が入っている「GTS」をからめるが、
ときには、荒い麩材よりも細かな煙幕状の粒子
に反応することがある。
そんなときには【パターン③】のスイッチ版

【パターン④】のブレンドが有効。「スーパーＤ」
は練り加減で自在にバラケ性が調整でき、「軽麩」
は細かな微粒子で水中に広く拡散して刺激を与
える。
バラケ性の強い
荒い麩でウキの動
きが悪いときに
は、逆の発想で細
かな粒子に反応さ
せる。これが最新
の麩材テクニック
である。

＋ ＋ ＋
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浅ダナの両ダンゴ釣り ?こんな時どぉする

エサを打つと
ウキが
沈没してしまう

まず、使用しているトップの浮力に対してエサの比重の
方が強いので、エサをやや軽くしてやろう。次にへら鮒の
寄りも少ないとエサが持ち過ぎるため、テンポ良くエサを
打ち込みへら鮒を寄せたい。落とし込みでエサを打ち込ん
でいたのであれば、やや振り切り型に変えてみよう。エサ
の落下カーブを大きくするだけでなじみ幅も変わってく
る。また、使用しているウキをワンサイズ大きくしてエサ
を支えられるようにする方法もある。特に、魚影の薄い釣
り場で重さのあるダンゴをしっかりとなじませる地合のと
きには、エサにタックルを合わせることが大切になる。

エサの大きさ＆オモリ量

エサ
実寸大

●エサのサイズ
ハリ付けのエサのサイ
ズは、直径1.4㎝程度
で、あまり大きくはハ
リ付けしないこと。

オモリのサイズ●
浮力は0.25㎜厚の板オモリで、1.2㎝×1.7㎝から2.2
㎝×1.7㎝位のものを選ぶ。

●
魚
影
の
濃
い
釣
り
場

釣
り
方
の
コ
ツ
は
、
両
ダ
ン
ゴ

だ
が
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
〝
両
く
わ

せ
〞
に
近
い
ダ
ン
ゴ
な
の
で
、
テ

ン
ポ
良
く
エ
サ
を
打
ち
込
み
、
な

じ
み
き
っ
て
も
サ
ワ
リ
が
な
い
と

き
に
は
す
ぐ
に
打
ち
返
す
。
理
想

的
な
ア
タ
リ
の
取
り
方
は
、
ト
ッ

プ
の
付
け
根
で
や
や
止
め
が
入
り
、

な
じ
み
込
み
な
が
ら
の
〝
ツ
ン
〞

に
絞
り
込
む
。

●
魚
影
の
薄
い
釣
り
場

釣
り
方
の
コ
ツ
は
、
し
っ
か
り

と
ウ
キ
を
な
じ
ま
せ
て
そ
の
位
置

で
サ
ワ
リ
を
出
さ
せ
る
。
肩
の
部

分
で
の
サ
ワ
リ
が
強
い
と
き
に
は

や
や
し
っ
と
り
ネ
バ
に
エ
サ
の
タ

ッ
チ
を
か
え
て
魚
を
タ
ナ
に
安
定

さ
せ
る
。
反
対
に
サ
ワ
リ
が
少
な

い
と
き
は
、
エ
サ
付
け
を
や
や
ラ

フ
に
し
て
落
下
時
か
ら
バ
ラ
ケ
性

を
強
く
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

釣
り
方
の
コ
ツ

～ 板オモリ
実寸大

板
オ
モ
リ

実
寸
大

ウキを深くなじませタナを作って釣り込むパターンと落下中のエサに
興味を持たせ、追わせて食わせるパターンの２種類の釣り方を覚えたい。
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ボソッ気があると
ウワズり、
やわらかくすると
タナまで持たない

盛期の典型で、ボソッ気の強い
エサでは水面直下までへら鮒が浮
き上がってしまう。そんなときに
は徐々にエサのタッチを“ボソ”
から“しっとりネバ”に変えるが、
やわらかくするとタナまでエサが
持たなくなる場合が多い。エサのタッチは合っているのに、タ
ナまで届けられない、そんなときには無理してエサをいじるの
ではなく、ハリのサイズを大きくしてハリ持ちをアップさせれ
ば良い。盛期の浅ダナ釣りに限らず 、エサとタックルのトー
タルバランスで地合を作ることも大切になる。

地合を
安定させたい
のだが…

しっかりとタナを作り、強いアタリを取るようにすれば、狙
うタナにへら鮒が厚く寄り、地合は作りやすい。しかし、スト
ロークを生かした釣りの場合は、タナにエサを吊るして食わせ
る釣りではないため安定しにくい。そんなときの釣り方のコツ
としては、アタリを取る位置を意識的に徐々に深くしていく方
法がある。速効の釣りではないが、時間の経過とともにウキを
入れながら釣ることで、この釣り方でもタナを作ることができ
る。イメージ的にはボディーの付け根でトメがあり、なじみな
がらの“ツン”を送ると、再度深く入りながら食いアタリが発
生する。このパターンになれば地合は続く。

ハリスの長さが
わからない

浅ダナ釣りのハリスは、長過ぎればへら鮒に叩かれエサ抜
けを起こしてしまう。反対に短いハリスではサワリも少なく
なり、食いアタリにつながらなくなってしまう。基本は釣り
場の状況によっても異なるが、管理釣り場では20㎝と27㎝
からスタートして2㎝きざみで微調整。魚影の薄い釣り場では
もう少し長くして30㎝と38㎝くらいが適している。
“カチッ”“ツン”と明確なアタリが出ていればＯＫで、“ズル
ッ”というイトズレが多ければ少しずつ詰め、サワリが少な
ければ伸ばす。終日同じハリスの寸法で決まることは少ない
ので、こまめに調整することが大切だ。

エサの手直しの
コツは？

【パターン①】は、「ダンゴの底釣り夏」の
量がキーポイント。ウキがなじまないとき、
明確なアタリが出ないときは多く、アタリ
やサワリが少ないときは量を減らす。サワ
リの量を調整する際には大きくタッチを変
えるのでなく、ハリ付け時の圧や形で変化
をつける。【パターン③】は、ボソッ気が基
本で、手水を打ちながらの「握り練り」「押
し練り」「擦り付け練り」の３種でウキの動
きの変化を見極める。ポイントは、エサボ
ウル全てのエサに手を入れるのではなく、
小分けにしながら調整することが大切だ。

●
握
り
練
り

●
押
し
練
り

●
擦
り
付
け
練
り


